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平
成
27
年
の
幕
開
け
で
す
。

本
年
も

　
　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。



あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
今
に
引
き
継
が
れ
、
培
わ

れ
て
き
た
個
性
あ
る
文
化
や
、
豊
か
な
自
然
、
そ
れ

と
共
生
す
る
農
林
業
な
ど
の
資
源
が
あ
り
ま
す
。
昨

年
11
月
に
地
方
創
生
関
連
２
法
案
が
国
会
で
成
立
し

ま
し
た
。
大
事
な
こ
と
は
、自
ら
考
え
、責
任
を
持
っ

て
取
り
組
み
、
人
口
急
減
・
超
高
齢
化
と
い
う
ピ
ン

チ
を
、
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

市
長
に
就
任
し
て
３
年
目
の
今
年
は
、「
急
」
に

向
か
う
前
の
「
動
」
の
年
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
面
で

積
極
的
に
動
く
年
と
考
え
て
い
ま
す
。
公
約
と
し
て

掲
げ
た
「
伊
賀
市
の
再
生
」
に
向
け
、
し
っ
か
り
と

あ
る
べ
き
地
域
の
姿
を
見
据
え
つ
つ
、
新
庁
舎
整
備

と
市
街
地
活
性
化
、
公
共
施
設
の
最
適
化
計
画
、
伊

賀
鉄
道
の
活
性
化
も
含
め
た
今
後
の
公
共
交
通
計
画

な
ど
を
早
期
に
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
重
点
施
策
の

「
医
療
の
再
生
」「
観
光
・
農
林
業
の
再
生
」
な
ど
諸

施
策
を
進
め
る
所
存
で
す
。

　
引
き
続
き
勇
気
と
覚
悟
を
も
っ
て
、
市
民
目
線
・

市
民
感
覚
の
市
政
を
前
に
進
め
、行
政
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
動
く
。
そ
し

て
”本
当
に
誇
れ
る
ま
ち
“を
皆
さ
ん
と
と
も
に
築

い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
、理
解
と
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
市
長
な
ど
の
公
職
に
あ
る
者
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
が

　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
本
紙
上
を
も
っ
て
年
賀
の
ご
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
は
、
希
望
に
輝
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

中
は
、
市
政
へ
の
温
か
い
支
援
と
協
力
を
頂
き
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
「
序
破
急
」
の
「
破
」
の
年
と
し

て
、
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
振
り
返
り
ま

す
と
、
庁
舎
整
備
、
校
区
再
編
の
見
直
し
、
川
上
ダ

ム
建
設
事
業
と
治
水
対
策
な
ど
、
大
き
く
前
進
す
る

年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
俳
聖
松
尾
芭
蕉
翁
生
誕

３
７
０
年
の
年
で
あ
り
、
偉
業
を
再
認
識
し
、
次
世

代
に
継
承
す
べ
く
一
年
を
通
じ
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
と

共
に
、
前
年
以
上
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
伊
賀
市
や

伊
賀
産
（
い
が
も
の
）
の
情
報
を
全
国
に
発
信
で
き

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
の
芭
蕉
祭
で
「
ふ
る
さ
と
の　
人
の

笑
顔
や　
高
き
天
」
と
い
う
句
を
詠
み
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
人
口
減
少
社
会
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
笑

顔
を
絶
や
さ
ず
、
活
力
あ
る
ま
ち
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
幸
い
な
こ
と
に
、
伊
賀
市
に
は
、
先
人
の

伊
賀
市
長
　
　

岡
本
　
栄

*

＊
す
べ
て
の
始
め
・
中
・
終
わ
り
。
能
な
ど
で
使
わ
れ
る
脚

　
本
構
成
上
の
３
区
分
。「
序
」は
導
入
部
、「
破
」は
展
開
部
、

　
「
急
」
は
結
末
部
の
こ
と
。
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人

笑

仕仲

健

新

未ひ
つ
じ

年
の
皆
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た

今
年
の
抱
負
、
大
切
に
し
て
い
る
も
の
は
何
で
す
か
？

①後藤　美乃里さん
②平成 15年
③ゆめが丘
④小学生
⑤ 100m で自己　　記録を出
したい。リレーで全国大会に
行きたい
⑥全国小学生陸上競技交流大
会三重大会 100m女子（５年）
第２位のメダル

新

①宮本　圭史さん
②昭和 54年
③島ヶ原
④リサイクル業経営
⑤４年前に始めた仕
事が軌道にのってき
たので、法人化を進
めていきたい。
⑥　　とのつながり人

①松本　一夫さん
②昭和 30年
③石川
④団体職員
⑤健康で　　いのたえ
ない一年にしたい。
⑥子ども

笑

①福井　龍子さん
②大正８年
③柏野
④無職
⑤家族　　良く、近所
の皆さんと仲良く過
ごしたい。
⑥思い出のアルバム

仲

①谷脇　志郎さん
②昭和６年
③上神戸
④無職
⑤１年間、体を大切に
して　　康に暮らしたい。
⑥妻との思い出
健

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
…

①上田　頼美さん
②昭和 42年
③上阿波
④保険会社勤務
⑤　　事に本腰を入れてがん
ばりたい。
⑥手作りのレザークラフト

仕

食

①佐野　就さん、佐野　文子さん
②昭和 18年
③青山羽根
④飲食店経営
⑤子どもから大人までいろいろなお客様に料
理を　　べてもらいたい。
⑥近所の高校の卒業生からの感謝の寄せ書き
食

挑

①
氏
名
②
生
ま
れ
年
③
お
住
ま
い

の
地
区
④
職
業
な
ど
⑤
今
年
の
抱

負
⑥
大
切
に
し
て
い
る
も
の

①佐々木　小夜さん
②平成３年
③千歳
④医療機関勤務
⑤ウィンタースポーツ
とマリンスポーツに
戦したい。
⑥高校時代、野球部で
３年間使ったグローブ

挑



4広報いが市 2015 年（平成 27 年） １月５日号5 広報いが市 2015 年（平成 27 年） １月５日号

◆と　き　２月 16 日㈪～３月 16 日㈪
　　　　　 　午前９時～午後５時
※土・日曜日を除く。
※会場の混雑状況によっては終了時間前に受付を締め切ることがありますの
　で、午後４時頃までにご来場ください。

◆ところ　ゆめドームうえの　第２競技場
※申告会場は、所定の日時・場所以外では開設していま
　せんので、よくお確かめの上、ご来場ください。

■■■ 所得税、市・県民税 合同申告会場 ■■■ 

◆ 会場までの無料送迎バスについて

■伊賀市役所（市営上野公園駐車場前）　⇔　ゆめドームうえの

　本庁舎、各支所、各地区市民センター（上野地区）から、「ゆめドームうえの」間の
無料送迎バスを運行します。

運行日 伊賀市役所発時刻 ゆめドームうえの発時刻
2 月 17 日㈫・19 日㈭
　　24 日㈫・26 日㈭   9：00　10：00

11：00　13：00
14：00　15：00

  9：30　10：30
11：30　13：30
14：30　16：153 月  3 日㈫・  5 日㈭

　　10 日㈫・12 日㈭

■地区市民センター・各支所　⇔　ゆめドームうえの
発着場所 運行日支　所 地区市民センター

　青山支所 　神戸・比自岐・依那古 ２月 24 日㈫・３月 11 日㈬
　阿山支所 　府中・中瀬 ２月 25 日㈬・３月 13 日㈮
　島ヶ原支所 　長田・小田 ２月 20 日㈮・３月　６日㈮
　伊賀・大山田支所 　友生 ２月 18 日㈬・３月　４日㈬

― 　きじが台・古山・猪田 ２月 25 日㈬・３月 10 日㈫
― 　諏訪・新居・三田 ２月 20 日㈮・３月　３日㈫
― 　花垣・花之木・久米 ２月 27 日㈮・３月 11 日㈬

【注意事項】
①地区市民センター・各支所と、「ゆめドームうえの」間の送迎バスについては、
　場所により発着時刻が異なります。時刻表は各地区市民センターと各支所住民福
　祉課、市ホームページにあります。
②バスは交通事情その他諸般の事情により、運休または発着時刻が遅れる場合があ
　りますのでご了承ください。

◆ 市・県民税申告会場
開催日 会　場

２月 12 日㈭・13 日㈮ 島ヶ原支所　２階会議室
２月 18 日㈬・19 日㈭ 大山田農村環境改善センター　多目的ホール
２月 25 日㈬・26 日㈭ あやま文化センター　会議・工作室
３月  4 日㈬・ 5 日㈭ いがまち保健福祉センター　研修室
３月 11 日㈬・12 日㈭ 青山福祉センター　教養娯楽室２
●受付時間：午前８時 30 分　●相談時間：午前９時 30 分～正午、午後１時～４時
※定員になり次第、受付を締め切ります。
※会場は、かなりの混雑が予想されます。所得税の確定申告をする人は、合同申
　告会場の「ゆめドームうえの」をご利用いただきますようお願いします。

　

平
成
26
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
と
、
平
成
27
年
度
市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
、

上
野
税
務
署
、
伊
賀
県
税
事
務
所
、
伊
賀
市
が
合
同
で
申
告
会
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
お

早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
上
野
税
務
署
」「
伊
賀
県
税
事
務
所
」「
伊
賀
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
窓
口
」
は
、
申

　
告
会
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 
税 
の
申
告

期
間
内
に
お
早
め
に
！
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＜市・県民税の申告が必要かどうかわからない人は、こちらでチェック！＞

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
伊
賀
市
に

▶ 住民票のある人

▶
平成26年中に
所得があった
人

▶
所得が
給与のみ
の人

▶ 給与支払報告書が勤務先から提出済みの人 ▶ 申告不要

▶ 給与支払報告書が勤務先から未提出の人 ▶ 申告必要

▶
所得が
公的年金
のみの人

▶ 公的年金支払報告書が支払者から提出済みの人 ▶ 申告不要

▶ 上記の人のうち社会保険料控除などを受ける人 ▶ 申告必要

▶ 公的年金支払報告書が支払者から未提出の人 ▶ 申告必要

▶ 営業や農業、不動産、株式配当などの所得があった人 ▶ 申告必要

▶ 医療費控除などを受けようとする人 ▶ 申告必要

▶
平成26年中に
所得がなかっ
た人

▶ 伊賀市在住のどなたかに扶養されていた人 ▶ 申告不要

▶ 伊賀市在住のどなたにも扶養されていなかった人 ▶ 申告必要

▶ 住民票のない人 ▶ 伊賀市に事務所・事業所・家屋敷を有する人※所定時期に申告書を送付します。 ▶ 申告必要

■所得税の確定申告が必要な人　　　　　　　　　
₁事業をしている場合や不動産収入のある場合、土地  
　や建物を売った場合などで、平成 26 年中の所得金
　額の合計金額が所得控除（基礎控除・扶養控除など）
　の合計額を超える場合
₂給与所得者で
○給与の年収が 2,000 万円を超える場合
○給与所得や退職所得以外の所得金額の合計額が 20 万
　円を超える場合
₃複数の事業所から給与を受けている人で、年末調整

　を受けていない給与の収入金額と給与所得・退職所
　得以外の所得金額の合計額が 20 万円を超える場合
₄公的年金等の雑所得のみの人で、所得控除を差し引
　いた後の所得額に残額がある場合（平成 23 年分以
　降は年金収入金額 400 万円以下の人は除く。）
※確定申告をする必要のない給与所得者でも、医療費
　控除や住宅借入金等特別控除などを受けるときは、確
　定申告をすれば源泉徴収された所得税が還付される
　場合があります。

■市・県民税の申告が必要な人　

◆ 申告が必要な人は？ 申告が必要な人は、おおむね次のとおりです。

①印鑑・筆記用具
②申告書（税務署または市役所から送付されている人）
③税務署からのお知らせはがき（送付された人のみ）
④平成 26年中の所得を明らかにできる書類
○給与・報酬・賃金・年金がある人は源泉徴収票また
　は支払調書（いずれも原本）
○営業・農業・不動産所得がある人は収支内訳書（事
　前に作成しておくこと）
○配当・一時・雑所得などの所得がある人はその所得
　を証明する書類　
⑤控除を受けるために必要な証明書など
○国民年金保険料の控除証明書または領収書
○国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険
　料の領収書または証明書（年金から天引きされてい

　る場合は、公的年金等の源泉徴収票に金額が記載さ
　れています。）
○生命保険料・個人年金保険料・地震保険料などの領
　収書または証明書
○医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領収書
　（あらかじめ支払金額を計算しておくこと）
○そのほか、受けようとする控除の必要書類または証
　明書類
⑥所得税の還付申告をする人は預貯金口座情報のわか
　るもの
※上記以外に、申告内容によっ
　てはほかの書類などが必要に
　なる場合があります。

◆ 申告に必要なもの

※昨年のご自身の申告書の控え、申告資料をお持ちいただくと、申告内容の確認などがスムーズに行えます。
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◦確定申告書第二表　住民税に関する事項について　
　16 歳未満の扶養親族、配当に関する住民税の特例、
非居住者の特例、配当割額控除額、株式等譲渡所得割
額控除額、寄附金税額控除などの各事項について、該

当がある場合は必ず記入してください。記入のない場
合は、住民税額の課税計算に適用されませんので、ご
注意ください。

※ 注意事項

　身体障害者手帳や療育手帳をお持ちでない人で、要介護・要
支援認定を受けていて一定の条件に該当する 65 歳以上の人は、

「障害者控除対象者認定書」により所得税や市・県民税の障害者
控除を受けることができます。（ただし、本人とその扶養者の所
得税や市・県民税が非課税の場合は該当しません。）
　「障害者控除対象者認定書」の交付を受けるためには申請が必
要です。認定書の交付は、1 月中旬以降です。詳しくはお問い合
わせください。

【問い合わせ】　介護高齢福祉課　☎ 26-3939　FAX  26-3950

要介護・要支援認定を受けている人の
税の障害者控除について

　所得税や市・県民税の申告が必要な人
が申告しないと、借り入れ、扶養、住宅、
福祉、教育などの申請に必要な証明書（所
得証明書・課税証明書）が発行できません。
また、各種制度での適用が受けられなくな
ることがあります。
　申告は市民生活に欠かせ
ないものです。申告が必要な
人は必ず申告してください。

申告書をもとに
証明書を発行しています

①添付書類の提出または提示を省略できます。
　　源泉徴収票や医療費の領収書などの記載内容を入
　力して送信することで書類の提出または提示を省略
　できます。（確定申告期限から５年間、税務署から書
　類の提出または提示を求められることがあります。）
②還付金を早く受け取ることができます。
　　e-Tax で申告された還付申告は早期処理していま
　す。（3 週間程度に短縮）
※ e-Tax を利用するには、インターネット環境に接続
　されたパソコン、電子証明書（住民基本台帳カード）、
　IC カードリーダライターが必要です。

国税庁ホームページ：http：//www.nta.go.jp/

e-Tax を利用して所得税の申告をすると…

≪確定申告書用紙の送付について≫
　昨年の確定申告で、e-Tax を利用して申告した
人や、申告会場でパソコンによる電子申告をした
人、国税庁のホームページで申告書を作成し書面
で提出した人には、電子申告の推進とペーパーレ
ス化の促進のため、確定申告書用紙が送付されま
せんので、ご了承ください。
　なお、申告書の送付の有無にかかわらず、確定
申告が必要となる人は、お早めに申告していただ
きますようお願いします。

■ 国税庁ホームページの
　　　「確定申告書等作成コーナー」で、

　　　　　　　「申告書」が作成できます！
e-Tax

　「確定申告書等作成コーナー」の画面の案内に従って金額などを入力すれば税額な
どが自動計算され、所得税、消費税の申告書や青色申告決算書などが作成できます。

【申告書の送付先・問い合わせ】

●所得税の確定申告
　〒 518-0836　伊賀市緑ケ丘本町 1680 番地　上野税務署　☎ 21-0950　
　※自動音声案内に従ってください。
●市・県民税の申告
　〒 518-8501　伊賀市上野丸之内 116 番地
　伊賀市財務部課税課市民税係　☎ 22-9613　FAX   22-9618
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◆
事
業
主
の
皆
さ
ん
、
個
人
住
民
税
を

特
別
徴
収
し
て
い
ま
す
か

　

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は
、
法

令
に
よ
り
、
事
業
主
が
給
与
か
ら
特
別

徴
収
︵
天
引
き
︶
し
て
、
従
業
員
に
代

わ
っ
て
市
に
納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い
る
場
合

は
、
原
則
と
し
て
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
・
期
限
付
雇
用
な
ど
を
含
む
す
べ

て
の
従
業
員
か
ら
特
別
徴
収
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
税
額
の
計
算
は
市
で

行
い
ま
す
の
で
、
所
得
税
の
よ
う
に
税

額
の
計
算
や
年
末
調
整
を
す
る
手
間
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

○
次
の
a
～
d
の
理
由
に
該
当
す
る
場

　

合
に
限
り
、
普
通
徴
収
と
す
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。
給
与
支
払
報
告
書
を

　

提
出
す
る
際
に
、
個
人
住
民
税
普
通

　

徴
収
へ
の
切
替
理
由
書
と
一
緒
に
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。

a 

乙
欄
適
用
で
他
事
業
所
で
特
別
徴
収

　

 

さ
れ
て
い
る
。

b 

給
与
が
支
給
さ
れ
な
い
月
が
あ
る
。

c 

事
業
専
従
者
の
み
︵
全
従
業
員
が
事

　

 

業
専
従
者
の
み
の
場
合
に
限
る
。︶

d 

退
職
予
定
者
︵
５
月
末
ま
で
に
退
職

　

 

予
定
の
者
︶

◆
従
業
員
の
皆
さ
ん
、
個
人
住
民
税
が

給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
ま
す
か

　

平
成
26
年
度
か
ら
は
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
・
期
限
付
雇
用
の
従
業
員
な
ど

も
含
め
、
基
本
的
に
特
別
徴
収
と
な
っ

て
い
ま
す
。
毎
月
の
給
与
か
ら
個
人
住

民
税
が
特
別
徴
収
︵
天
引
き
︶
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
事
業
主
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
特
別
徴
収
は
原
則
12
回
払

い
と
な
る
た
め
、
従
業
員
は
自
身
で
納

入
す
る
手
間
が
省
け
、
１
回
当
た
り
の

負
担
税
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
複
数
の
事
業
所
か
ら
給
与
を

支
給
さ
れ
て
い
る
人
は
、
市
町
村
で
所

得
を
合
算
し
て
税
額
計
算
を
行
い
、
い

ず
れ
か
の
事
業
所
か
ら
支
給
さ
れ
る
給

与
か
ら
特
別
徴
収︵
天
引
き
︶さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
課
税
課

　
三
重
県
総
務
部
税
収
確
保
課

　
☎
０
５
９・
２
２
４・
２
１
３
３

　

http://w
w

w
.pref.m

ie.lg.jp/
ZEIM

U
/HP/

※「
三
重
県
税
の
ペ
ー
ジ
」で
検
索

個
人
住
民
税（
市
民
税・県
民
税
）の
特
別
徴
収

◆ 

所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
い
る
場
合
は
、
特
別
徴
収
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】　
課
税
課　
☎
22
・
９
６
１
３　
FAX  
22
・
９
６
１
８

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
風
邪
と
は
違
い
、

38
度
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、

筋
肉
痛
な
ど
の
全
身
症
状
が
強
く
、
高

齢
者
や
慢
性
の
病
気
を
持
つ
人
は
、
病

気
が
悪
化
し
や
す
く
、
肺
炎
な
ど
を
併

発
し
て
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
感
染
症

で
す
。

　

日
頃
か
ら
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
気
を
つ
け
て

◆ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
で
す

【
問
い
合
わ
せ
】　
健
康
推
進
課　
☎
22
・
９
６
５
３　
FAX  
22
・
９
６
６
６

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る
。

②
し
っ
か
り
睡
眠
を

　
と
る
。

③
室
温
・
湿
度
を
調

　
整
す
る
。

　
室
温
20
～
25
度
、

　
湿
度
50
～
60
％
に
な
る
よ
う
に
調

　
整
す
る
。

④
手
洗
い
を
し
っ
か
り
す
る
。

　
石
鹸
を
よ
く
泡
立
て
て
、
手
の
ひ
ら
、

　
指
の
間
、
手
首
を
し
っ
か
り
洗
い
、
流

　
水
で
充
分
す
す
ぐ
。

⑤
う
が
い
を
こ
ま
め
に
す
る
。

⑥
か
ら
だ
を
冷
や
さ
な
い
。

⑦
予
防
接
種
を
受
け

　
る
。
毎
年
、
流
行

　
を
予
測
し
た
ワ
ク

　
チ
ン
が
作
ら
れ
る

　
の
で
、
か
か
っ
た

　
と
し
て
も
重
症　

　
化
を
防
ぐ
こ
と

　
が
で
き
る
。

⑧
な
る
べ
く
不
必

　
要
な
外
出
を
控
え
た
り
、
人
ご
み
を

　
避
け
る
。

⑨
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
る
。

　

咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
は
口
と

　
鼻
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で

　
押
さ
え
る
。
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

　

高
齢
者
と
乳
幼
児
を
対
象
に
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
い
が

市
10
月
１
日
号
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

≪

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
の
助
成
に
つ
い
て≫

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
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全
国
の
ロ
ー
ソ
ン
、
サ
ー
ク
ル
K
サ
ン

ク
ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
セ
ブ
ン‐イ

レ
ブ
ン
（
一
部
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
設

置
し
て
い
な
い
店
舗
を
除
く
。）

　

午
前
６
時
30
分
〜
午
後
11
時
（
年
末
年

始
・
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
日
を
除
く
。）

　

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、

戸
籍
全
部（
個
人
）事
項
証
明
書
、
戸
籍
の
附

票
の
写
し
（
戸
籍
・
戸
籍
の
附
票
は
市
内

に
本
籍
が
あ
る
人
の
み
）

　
多
目
的
利
用
登
録
を
し
た
住
基
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。
住
基
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
て
も
多
目
的
利
用
の
登
録
を
し

て
い
な
い
人
は
、
事
前
に
登
録
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
ビ
ニ
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
、
住

基
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、
住
民
票
の
写
し

な
ど
の
取
得
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
マ

ル
チ
コ
ピ
ー
機
の
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
操
作
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
安
心
し
て
ご
利
用
い

　

た
だ
く
た
め
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
対
策

　
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
証
明
書
の
両
面

　
に
高
度
な
偽
造
・
改
ざ
ん
対
策
が
施
さ
れ　

　
て
い
ま
す
。

　

交
付
申
請
は
原
則
と
し
て
本
人
の
み
で

す
。
本
人
が
来
庁
で
き
な
い
場
合
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

■
受
付
窓
口

　
住
民
課
・
各
支
所
住
民
福
祉
課

（
各
支
所
住
民
福
祉
課
で
は
即
日
交
付
が
で

き
ま
せ
ん
。）

■
申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
公

　

的
機
関
発
行
の
顔
写
真
入
り
身
分
証
明

　
書
と
健
康
保
険
証
な
ど
２
点
）	

②
印
鑑

③
写
真
付
き
カ
ー
ド
の
場
合
は
顔
写
真（
縦

　

45		

mm
×
横
35	

mm
、
無
帽
、
６
カ
月
以
内

　
に
撮
影
し
た
も
の
）

※
希
望
者
に
は
窓
口
で
写
真
撮
影
を
行
っ

　
て
い
ま
す
。（
無
料
）

■
交
付
手
数
料　
５
０
０
円

※
本
人
確
認
書
類
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、

　

即
日
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
受
付
窓
口　
住
民
課

（
各
支
所
住
民
福
祉
課
で
は
で
き
ま
せ
ん
。）

■
申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
住
基
カ
ー
ド　
②
本
人
確
認
書
類

③
印
鑑

④
印
鑑
登
録
し
て
い
る
人
は
印
鑑
登
録
証
、

　

新
規
で
印
鑑
登
録
す
る
人
は
登
録
す
る

　

印
鑑
（
手
数
料
が
別
途
３
０
０
円
必
要

　
で
す
。）

※
戸
籍
の
利
用
登
録
は
２
月
２
日
㈪
か
ら

　

で
す
。（
現
在
は
住
民
票
と
印
鑑
登
録
証

　
明
の
利
用
登
録
の
み
可
能
で
す
。）

※
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
や
多
目
的
利

　

用
登
録
方
法
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
票
の
写
し
な
ど
が
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
ま
す

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
を
利
用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
店
舗
内
に
あ
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
平
日
の
時
間
外
や
休

日
な
ど
で
も
必
要
な
と
き
に
住
民
票
の
写
し
な
ど
が
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
（
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
）
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
２
月

１
日
㈰
を
も
っ
て
、
自
動
交
付
機
に
よ
る
証
明
書
の
発
行
を
終
了
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
住
民
課　
☎
22
・
９
６
４
５　
℻  
22
・
９
６
４
３

利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

利
用
で
き
る
時
間
帯

利
用
で
き
る
人

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法

◎
休
日
交
付
申
請
窓
口
を
開
設

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

住
基
カ
ー
ド
交
付
申
請
と
多
目
的
利
用

申
請
が
で
き
る
臨
時
受
付
窓
口
を
開
設

し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
開
設
日
】　
２
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰　

　
　
　
　
　
３
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
と
こ
ろ
】　
住
民
課

※
各
支
所
住
民
福
祉
課
で
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
住
基
カ
ー
ド
の
申
請
に
は
時
間
が
か　

　

か
り
ま
す
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
お

　
越
し
く
だ
さ
い
。

≪

交
付
手
数
料
（
１
通
）≫

○
住
民
票
の
写
し
…
…
…
３
０
０
円

○
印
鑑
登
録
証
明
書
…
…
３
０
０
円

○
戸
籍
全
部（
個
人
）事
項
証
明
書

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
４
５
０
円

○
戸
籍
の
附
票
の
写
し

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
３
０
０
円

土
・
日
曜
日
に
も

申
請
で
き
ま
す
!

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
す
る
に
は

住
基
カ
ー
ド
が
必
要
で
す

≪

交
付
申
請≫

≪

多
目
的
利
用
申
請≫

２月２日㈪から取
得
で
き
る
証
明
書
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お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

子
育
て
支
援
・
無
料
相
談

《医療機関で受けられる検診》
　胃がん・大腸がん・前立腺がん・子宮がん検
診は２月 28 日㈯まで市内医療機関で受診でき
ます。	
　医療機関でがん検診を受ける場合は、直接医
療機関へお申し込みください。（詳しくは、広報
いが市６月１日号をご覧ください。）
	
※乳がん検診は無料クーポン対象者のみ３月 30
　日㈪まで岡波総合病院で、３月 31日㈫まで伊
　賀市健診センターで受診できます。

国保特定健診・集団がん検診
◆ 今年度最後の健診・検診です！

　３月に、今年度最後の伊賀市国民健康保険特定健診
の集団健診を実施します。対象の人には６月下旬に受
診券などを送付しています。まだ受診していない人は
ぜひこの機会に受診してください。集団がん検診も、
今年度最後ですので、ぜひ受診してください。

【と　き】　３月 14日㈯	
　　　　　（受付時間：午前９時～ 11時 30分）

【ところ】　ゆめぽりすセンター	

【問い合わせ】健康推進課
　☎ 22-9653　ＦＡＸ 22-9666

◆伊賀市国民健康保険特定健診
　≪申込先≫　保険年金課　☎ 22-9659( 要予約 )
　【対象者】　40歳～ 74歳の伊賀市国民健康保険加入者
　【内　容】　問診・身体計測・血圧検査・尿検査・血液検査・心電図など
　【自己負担金】　1,000 円
　【持ち物】　受診券・健康保険証
　※すでに 7月以降に伊賀市国民健康保険が実施する特定健診を受診した
　　人または簡易人間ドックを受診した人は、受診できませんので、注意してください。
　※受診券を紛失した人は、再発行できます。

◆がん検診　（加入の医療健康保険に関係なく受診できます。）
　≪申込先≫　健康推進課　☎ 22-9653( 要予約 )

内　容 対象年齢
自己負担金 定　員

(先着順 )74 歳以下 75歳以上

胃がん 20 歳以上 1,100 円 400円 50人

大腸がん 20 歳以上 			400 円 100円 なし

前立腺がん 50 歳以上 			600 円 200円 100人

子宮がん 20 歳以上 1,400 円 400円 100人

乳がん 30 歳以上 1,600 円 400円 		75 人

※すでに、7月以降にがん検診を受けた人は受診できません。	
※各検診の詳しい注意事項については、広報いが市 6月 1日・9月 1日号をご覧ください。

《がん検診無料クーポン券について》	
　すでに配布しました「26 年度がん検診無料
クーポン券」を使用できる集団がん検診は３月
14日㈯で終了となります。
　まだ利用していない人は、ぜひこの機会に受
診してください。	 	 	 	
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第10回読書感想文コンクール入賞者
◆ 本の世界で出会った感動を伝えよう

【特　選】   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
第二部　『前を向いて歩きながら考える』 　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿山中学校３年　森林　凜音
第三部　『ゆうたくんへ』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柘植小学校１年　菊地　泰河
第三部　『心のおくりびと　東日本大震災復元納棺師をよんで』　　　　　　　　新居小学校 6年　西堀　颯花

【問い合わせ】上野図書館
　☎ 21-6868　℻   21-8999

　第 10回読書感想文コンクールに市内の小・中学校、高校、一般の皆さんから 386点の応募
がありました。審査の結果、特選に選ばれた 3人と、入選に選ばれた 27人を紹介します。

【入　選】　　　　　　　　
第一部
　中森　里江 (一般）
　安田　紗里彩

（伊賀白鳳高等学校 3年）
第二部 
　百北　圭志（崇広中学校 1年） 
　大西　花音（上野南中学校 1年）
　森口　陽彩（霊峰中学校 2年） 
　中尾　咲月（青山中学校 2年） 
　福森　南澪（青山中学校 3年） 
　中森　天斗（阿山中学校 3年） 

第三部
　福森　萌（丸柱小学校 1年） 
　稲葉　慶（府中小学校 2年） 
　恒岡　龍（河合小学校 2年） 
　谷奥　ゆあら（三田小学校 3年）
　福寿　悠仁（神戸小学校 3年） 
　西岡　颯希（古山小学校 3年） 
　南　空愛（上野西小学校 4年） 
　杉森　風香（上野東小学校 4年）
　豊田　大晴（花之木小学校 4年）
　福永　有彩（西柘植小学校 4年）

　　　　　　　　　　　　（敬称略） 
　中山　佳瑛（神戸小学校 5年） 
　籔中　萌生（河合小学校 5年） 
　立花　陽菜（青山小学校 5年） 
　永井　光（中瀬小学校 6年） 
　森中　新菜（新居小学校 6年） 
　太田　愛彩（友生小学校 6年） 
　服部　洸太朗（玉滝小学校 6年）
　福永　沙梨菜（西柘植小学校６年）
　川村　吏音（丸柱小学校 6年） 

“うえのまちのええとこ”フォトコンテスト
◆ 締め切り間近！　たくさんのご応募をお待ちしています！

【問い合わせ】中心市街地推進課
　☎ 22-9825　℻   22-9628

　うえのまちまちづくり協議会では、あなたが残したい“うえのまち”の写
真を募集しています。「古き良きまちなみ」や、「まちに集う人の息づかい」
などを写し撮ってみませんか。入選作品には賞品をご用意しています。
【応募部門】
　「日常部門」…日常に隠れた“うえのまちのええとこ”を写した作品
　「イベント部門」…うえのまちを舞台とした祭・イベントを写した作品
【応募方法】　写真に応募票を添付して郵送または持参してください。
※詳しくはパンフレットをご覧ください。パンフレットは本庁受付・中心市
　街地推進課（上野ふれあいプラザ２階）・各公民館・
　市民センターにあります。
　市ホームページからもダウンロードできます。
【応募期限】　１月 30日㈮
【応募先・問い合わせ】
　〒 518-0869
　三重県伊賀市上野中町 2976番地の１
　伊賀市産業振興部中心市街地推進課内
　うえのまちまちづくり協議会事務局
　☎ 22-9825　℻   22-9628

( 写真上・下・右下）これまでの受賞作品
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　誰もが住み慣れた地域において健康で生きがいを
持って暮らすことができ、たとえ介護が必要な状態に
なっても安心して住み続けられるまちづくりをめざす
ことを基本理念に、2015（平成 27）年度から３年
間の方向性を示した「伊賀市第４次高齢者福祉計画・
第６期介護保険事業計画」を策定するにあたり、ご意
見を募集します。
【閲覧方法】　
①介護高齢福祉課　　　②各支所住民福祉課
③各地区市民センター　④市ホームページ
【提出方法】
　住所・氏名・電話番号を記入し、ご意見（「該当箇所」
とそれに対する「意見内容」）を記載の上、郵送・ファッ
クス・Eメール・持参のいずれかで提出してください。

※提出されたご意見は、計画策定の検討資料とし、
　市の意見と併せて市ホームページで公表します。
※個別の回答はしません。また、いただいた意見書
　などは返却しません。
【募集期間】
　１ 月 19日㈪～2月 17日㈫午後５時　※必着

パブリックコメント（ご意見）
募集

第４次高齢者福祉計画・
第６期介護保険事業計画（中間案）

【提出先・問い合わせ】
　〒 518-8501　伊賀市上野丸之内116 番地
　伊賀市健康福祉部介護高齢福祉課
　☎ 26-3939　℻   26-3950
　　 kaigo@city.iga.lg.jp
※持参の場合は、各支所住民福祉課、各地区市民セ
　ンターでも受け付けます。

第10回伊賀学検定
◆ 伊賀の歴史や文化をいつまでも残し、伝える人々を育みます

【問い合わせ】観光戦略課
　☎22-9670　　℻   22-9695

【と　き】　２月 22日㈰
　初級：午後１時～（検定時間は 30分間）
　中級：午後２時～（検定時間は 40分間）
　上級：午後３時 10分～（検定時間は 45分間）
【ところ】　初級・中級：ハイトピア伊賀　５階
　三重テラス　２階 (東京都中央区日本橋室町2-4-1)
　上級：ハイトピア伊賀　５階
【出題方法】
　初級：四者択一（50問） ※ 70%以上の正解で合格
　中級：四者択一（100問）※80%以上の正解で合格
　上級：記述式（50問）　※90%以上の正解で合格
【出題範囲】
　芭蕉・城・忍術・祭・文化財・歴史・文学・自然・
生活文化・雑学など「伊賀」に関する事柄全般
【受験資格】
　学歴・年齢・国籍などの制限はありません。
※中級の受験者は、初級を合格した人に限ります。
※上級の受験者は、中級を合格した人に限ります。
【受験料】　初級：1,500 円（中学生以下は 1,000 円）
中級：2,000 円　（中学生以下は 1,500 円）
上級：3,000 円　※受験料はすべて税込み
【申込期間】
　１月５日㈪～２月６日㈮
【申込方法】
　住所・氏名・年齢・連絡先を明記の上、お申し込み

ください。事務局から連絡します。
※セミナー受講料、検定受験料は直接事務局持参もし
　くは、郵便為替にてお支払いください。

【申込先】
　〒 518-0873　伊賀市上野丸之内 500
　上野商工会議所　☎ 21-0527　℻  24-3857
　〒 519-1412　伊賀市下柘植 723番地の１
　伊賀市商工会　☎ 45-2210　℻  45-5307

◎ 受験対策セミナー ◎
《とき・ところ》　１月 31日㈯
①ハイトピア伊賀　３階
②ダイバーシティ東京オフィスタワー
　(東京都江東区青海 1-1-20)
①②とも、初級：午後１時～２時 30分
　　　　　中級：午後３時～４時 30分
《講　師》
　伊賀市文化財審議委員会委員　滝井　利彰さん
　伊賀市文化財保護指導委員　　増田　雄さん
《受講料》　初級・中級：1,000 円
※受講料はすべて税込み
※上級については、セミナーは開催しません。
《申込期限》
　１月 26日㈪（東京会場）
※伊賀市でのセミナーは当日まで申し込めます。
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今月の納税
●納期限　２月２日 （月）●納期限　２月２日 （月）

納期限内に納めましょう
市・県民税（４期）
国民健康保険税（７期）
※納税は便利な口座振替で
【問い合わせ】
　収税課　☎ 22-9612

平成27年１月から
　相続税の基礎控除額が

引き下げられます

お知
らせ
お知
らせ

【改正前】
　5千万円＋ (1 千万円×法定相続
人数 )
【改正後】
　3千万円＋ (6 百万円×法定相続
人数 )
　詳しくは、国税庁ホームページ
（www.nta.go.jp）、または電話相
談センター ( 税務署 ) にお問い合わ
せください。
【問い合わせ】
　上野税務署　☎ 21-0950
※自動音声案内 [1] を選択、次に相
　続税の [2] を選択してください。

農林業センサス統計調査お知
らせ
お知
らせ

　農林業センサス統計調査を２月１
日時点で実施します。
　この調査は、日本の農林業の持続
的発展や経営の安定化、農山村の活
性化を図るため、生産構造や就業構
造、農山村地域の実態を明らかにす
ることを目的に５年ごとに実施して
いる大切な調査です。
　農業や林業を行っている農家・林
家や法人などを対象とした調査で、
都道府県知事から任命された統計調
査員が訪問します。調査対象となる
条件を満たしているかどうかをお伺
いし、調査対象となった場合は調査
票のご記入をお願いします。
　また、調査の結果は、農林行政の
企画・立案や中・長期的な国土利用
計画や経済計画の策定、地方交付税
の算出のための基礎資料として利用
します。
　調査の趣旨、必要性をご理解いた
だき、ご協力をお願いします。
【問い合わせ】　総務課
　☎ 22-9601　ＦＡＸ 24-2440

３月12日正午（予定）に
　デジアナ変換サービスが

終了します

お知
らせ
お知
らせ

　デジアナ変換サービスの終了に伴
い、テレビ画面に「デジアナ変換」「こ
の放送は、平成 27年３月までに終
了します」などの表示がある場合、
３月 12日正午（予定）をもって放
送が見られなくなります。
　次のいずれかの対応が必要です。

◆簡易チューナーの無償給付
　総務省地デジチューナー支援実施
センターでは、次の世帯を対象に、
簡易チューナー（1台）の無償給付
の支援をしています。
【対象者】　ケーブルテレビなどのデ
ジアナ変換によりアナログテレビで
地上デジタル放送を視聴（聴取）し
ている次のいずれかの世帯。ただし、
一部の世帯を除き、NHK の放送受
信料が全額免除となっていることが
必要です。
①生活保護などの公的扶助を受けて
　いる世帯（※１）
②次の手帳をお持ちか、知的障害と
　判定された人がいる世帯で、かつ
　世帯全員が市民税非課税の世帯（※２）
　•身体障害者手帳
　•精神障害者保健福祉手帳
③社会福祉施設に入所している世帯
※１…平成25年８月の生活扶助基
　準の見直しで生活保護の対象にな　
　らなくなった世帯を含む。NHKの
　放送受信契約を結んでいる必要が
　ある。
※２…テレビの音声部分のみを聴取
　できる受信設備のみを設置してい
　る世帯を含む。
【支援対象者の条件や申込方法など
に関する問い合わせ】
　総務省地デジチューナー支援実施
センター
　☎ 0570-034-037（ナビダイヤル）
　☎ 03-4334-2754（ナビダイヤ
ルが利用できない場合）
【デジアナ変換サービス終了に関す
る問い合わせ】
　総務省地デジコールセンター
　☎ 0570-07-0101

1月26日は文化財防火デーお知
らせ
お知
らせ

　昭和 24年のこの日は、世界的な
至宝である日本最古の壁画が描かれ
た奈良県の法隆寺金堂が焼損した日
です。その後火災などで文化財の焼
損が相次いだことから、文化財を火
災や震災、そのほかの災害から保護
するとともに、国民の文化財愛護思
想の普及高揚を図ることを目的と
し、昭和 30年にこの日を「文化財
防火デー」と定め、全国的に文化財
防火運動を展開しています。
　貴重な財産である文化財を後世に
伝えていくことは、私たちの重要な
責務です。
　文化財の火災は、放火や周囲から
の飛び火によるものが多いのが特徴
です。したがって、文化財の防火は、
文化財を管理する人だけでなく地域
住民や消防機関をはじめとした関係
機関の協力があってこそ成し遂げら
れるものです。
　市内にも、歴史的で芸術的な建造
物が数多くあることから、この時期、
各地で消防訓練を実施します。皆さ
んも見学するなど訓練に関わること
により、文化財の防火についての関
心を高めていただくようお願いします。
【問い合わせ】　消防本部予防課
　☎ 24-9105　ＦＡＸ 24-9111

後期高齢者医療被保険者の
皆さんへ

お知
らせ
お知
らせ

「ジェネリック医薬品使用促進の
お知らせ」を発送します

　ジェネリック医
薬品は低価格で安
全性や効き目は新
薬と同等と認めら
れている後発医薬
品のことです。品
質もほぼ同じなので、薬代を節約で
きます。
　医師や、薬剤師と相談して薬代の
負担を軽くしませんか。
【対象者】
　生活習慣病などの医薬品を長期
に処方されている人で、平成 26年
11 月分の薬代で一定額（200 円）
以上の軽減が見込める人
【発送時期】　平成 27年２月中旬
【問い合わせ】
　三重県後期高齢者医療広域連合　
　☎ 059-221-6884

○ケーブルテレビと契約し、デ
　ジタル STB（セットトップボッ
　クス）を設置する。
○デジタルテレビに買い替える。
○地デジチューナーを購入し、ア
　ナログテレビに接続する。
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コミュニティ助成事業お知
らせ
お知
らせ

　㈶自治総合センターでは、宝くじ
の普及広報事業の一環としてコミュ
ニティ助成事業を実施しました。
　平成 26年度、中馬野区では滑り
台、冷蔵庫、テレビ、複合プリン
ターなどを中馬野公民館に設置しま
した。
　今後は、地域住民の集う場、憩い
の場として活用し、さらなるコミュ
ニティ活動の促進を図ります。
【問い合わせ】　大山田支所振興課
　☎ 47-1150　ＦＡＸ 46-0135

父子家庭の皆さんへお知
らせ
お知
らせ

福祉資金の貸付制度が
利用できるようになりました

　20歳未満の子を扶養している父
子家庭のお父さんも、10月１日か
ら修学資金などの福祉資金の貸付制
度が利用できるようになりました。
※資金の種類によって貸付限度額や
　条件が定められています。
　貸付に関する申請や相談につい
て、詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ】
　福祉相談調整課
　☎ 22-9609
　ＦＡＸ 22-9674
　こども家庭課
　☎ 22-9654
　ＦＡＸ 22-9646　

いがまち人権パネル展催し

【と　き】　1月９日㈮～ 22日㈭
　午前９時～午後５時
※土、日曜日・祝日を除く。
【ところ】　いがまち人権センター
【内　容】
　「笑顔で暮らしたい、この街で～
犯罪をめぐる人々の人権～」
　犯罪被害者の現状と公的機関が行
う支援の歩みについてとりあげます。　
【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　ＦＡＸ 45-9130

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

催し

【と　き】　１月 27日㈫
　　　　　午後 1時 30分～ 4時
【ところ】　名張市武道交流館いきいき
（名張市蔵持里 2928番地）
【内　容】　認知症の人を介護する家
族の情報交換の場です。
【参加費】　200円
※認知症の人は無料。家族の会会員
　は 100円。申し込み不要。認知
　症の人が参加する場合は、事前に
　連絡してください。
【問い合わせ】
　地域包括支援センター（中部）
　☎ 26-1521　ＦＡＸ 24-7511

更生保護のケース研究会催し

　伊賀市更生保護女性の会が、犯罪
や非行のない地域社会を願ってケー
ス研究会を開催します。
【と　き】　１月 18日㈰
　　　　　午後 1時～３時 30分
【ところ】
　ふるさと会館いが　多目的室
【内　容】
　非行に陥る原因や背景を考え、家
庭や地域住民としての関わり方など
についてグループ討議
【問い合わせ】　厚生保護課
　☎ 22-9650　ＦＡＸ 22-9661

寺田市民館
「じんけん」パネル展

催し

　寺田市民館では、部落差別をはじ
めとするあらゆる差別事件の解決を
めざして、毎月テーマを変えて、「じ
んけん」パネル展を開催しています。
【と　き】
　１月８日㈭～ 29日㈭
　午前８時 30分～午後５時
※土・日曜日、祝日は除く。
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室
【内　容】
　「高度情報化社会のメディア・リ
テラシーとインターネット上の人権
侵害」
　メディアが発信する情報を主体的
に読み取り、活用する能力「メディ
ア・リテラシー」と、インターネッ
トによる人権侵害を考えます。
【問い合わせ】
　寺田市民館　☎／ＦＡＸ 23-8728

産学官連携セミナー in伊賀催し

　三重大学伊賀研究拠点は、大学の
「知」と伊賀地域・企業の「地域資源」
との連携により、地域活性化に取り
組んでいます。今回は従来の活動に
加え、忍者研究の紹介も兼ねて話し
ていただきます。
【と　き】
　2月 6日㈮　午後 1時 30分～
【ところ】
　ヒルホテルサンピア伊賀
【内　容】
○講演１
　演題：「持続可能な未来～環境・
エネルギー・地域内循環～」
　講師：三重大学大学院生物資源学
研究科　教授　坂本　竜彦さん
○講演２
　演題：「なぜ三重大学で忍者研究
が必要なのか」
　講師：三重大学人文学部
　　　　教授　山田　雄司さん
○講演３
　演題：「ストレスの意味と健康へ
の影響―忍者のストレス対処法に思
いを馳せて」
　講師：三重大学医学部看護学科
　　　　教授　小森　照久さん
○報告１
　「伊賀研究拠点の活動報告」
　三重大学社会連携研究センター伊
賀研究拠点　副所長　久松　眞さん
○報告２
　「上野高校 SPP 報告」
　上野高校理数科 1年生
＊ SPP とは、高校生の理科探究心
　を育成するために高校と大学が
　連携して行う授業です。
【問い合わせ】
　三重大学伊賀研究拠点
　☎ 41-1071　ＦＡＸ 41-1062
　商工労働課
　☎ 22-9669　ＦＡＸ 22-9628

チャリティーバザー催し

　伊賀市更生保護女性の会上野支部
がチャリティーバザーを開催します。
【と　き】　２月８日㈰
　午前９時 30分～午後２時 30分
【ところ】　上野ふれあいプラザ
　　　　　３階中会議室
【内　容】
　日用雑貨などを販売
【問い合わせ】　厚生保護課
　☎ 22-9650　ＦＡＸ 22-9661

*
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おおやまだ人権大学講座
修了生研修会

催し

【と　き】　１月 14 日㈬
　午後７時 30 分～９時
【ところ】
　ライトピアおおやまだ　ホール
【演　題】　部落問題解決に向けて
【講　師】
　近畿大学　教授　奥田　均さん
※託児があります。事前に予約して
　ください。
【問い合わせ】
　ライトピアおおやまだ
　☎ 47-1160　FAX 47-1162

男女共同参画セミナー催し

　性別にとらわれず人権を尊重し個
人の能力を十分に発揮できる男女共
同参画社会をめざして必要なヒント
を得る機会として、男女共同参画セ
ミナーを開催します。
【と　き】　１月 29 日㈭
　午後７時 30 分～９時
【ところ】
　ふるさと会館いが　小ホール
【演　題】
　『防災・減災と男女共同参画』
【講　師】　フレンテみえ
　　　　　服部　亜龍さん
【問い合わせ】　伊賀支所振興課
　☎ 45-9111　FAX 45-9120

大山田温泉さるびの
1月イベント情報

催し

○椚
くぬぎ

屋花市
【と　き】
　１月 10 日㈯・11 日㈰
　午前 10 時～午後５時
【内　容】
　洋ランの特売など
○さるびのチンドン公演
【と　き】　１月 17 日㈯　
　午前 11 時～、午後１時～
【問い合わせ】
　大山田温泉さるびの
　☎ 48-0268　FAX 48-9811
　大山田支所振興課
　☎ 47-1150　FAX 46-1764

　伊賀連携フィールドでは、忍者研
究者による「忍者」をテーマとした
講座を開催しています。
【と　き】　２月１4 日㈯
　午前 10 時 30 分～正午
【ところ】
　ハイトピア伊賀３階
【演　題】　忍者の食
【講　師】
　三重大学社会連携研究センター　
　特任教授　久松　眞さん
【問い合わせ】
　三重大学人文学部チーム
　☎ 059-231-9194
　商工労働課
　☎ 22-9669　FAX 22-9628

伊賀連携フィールド２０１４
市民講座「忍者・忍術学講座」

催し

『人形劇がやってくる』
～図書室公開講座～

募集

　マンマミーダによる人形劇“かち
かち山”の上演と、絵本の読み聞か
せや紙芝居をします。家族で一緒に
お楽しみください。
【と　き】
　２月 19 日㈭
　午前 10 時 30 分～
【ところ】　青山図書室
【問い合わせ】
　青山公民館
　☎ 52-1110
　FAX 52-1211

消防出初式催し

【と　き】　1 月 11 日㈰　午前 8 時～
【ところ】　ゆめドームうえの
※雨天時：同会場
【内　容】
　通常点検・表彰・車両パレード・
幼年消防クラブ員による防火の誓い

（演技披露）
※一斉放水については、各地域で実
　施します。
【問い合わせ】　消防本部消防救急課
　☎ 24-9115　FAX 24-9111

モダニズム建築の巨匠
「坂倉準三」学習会

催し

　上野丸之内地区に多くの建築物を
遺した、建築家坂倉準三の思いと坂
倉建築「伊賀市庁舎」の文化財的価
値を知るための学習会を開催します。
【と　き】
　１月 25 日㈰　午後１時～
【ところ】
　上野西小学校　多目的ホール
【内　容】
○第１部：講演会・対談
　講師：鹿児島大学
　　　　教授　鯵坂　徹さん
　対談：鯵坂　徹さん
　　　　伊賀市長　岡本　栄
○第２部：フィールドワーク
　案内人：一級建築士
　　　　　滝井　利彰さん
　ゲスト：三重大学
　　　　　准教授　浅野　聡さん
【定　員】　100 人　※先着順
【問い合わせ】　中心市街地推進課
　☎ 22-9825　FAX 22-9628

　　

【問い合わせ】　総合危機管理課
　☎ 22-9640　FAX 24-0444

※携帯電話のバーコードリー
　ダー機能で、QRコードを
　読み込んで登録できます。

　携帯電話のメールアドレスを登録
した人には、市から緊急情報メー
ルを送信します。また、災害時の
緊急情報・避難所情報や休日・夜
間診療所情報などが閲覧できます。
http://www.anshin-bousai.net/iga/

QRコード　

▲

「あんしん・防災ねっと」

　広報いが市・行政情報番組
（ウィークリー伊賀市・文字放
送）について、ご意見・ご要望
をお聞かせください。
【問い合わせ】　広聴情報課
　☎ 22-9636　FAX 22-9617

ご意見をお聞かせください

間伐材の
木質バイオマス利用説明会

催し

　未利用間伐材を木質バイオマスと
して活用し、森林の整備を進めまし
ょう。
【と　き】　１月 13 日㈫　午後 7 時
【ところ】
　三重県伊賀庁舎　３階中会議室

（四十九町 2802 番地）
【内　容】
　未利用間伐材の買い取りに必要な

「伐採届出書」など間伐材の証明に
ついての説明を行いますので、ぜひ
ご参加ください。
【問い合わせ】
　伊賀地域木質バイオマス利用推進
協議会（農林振興課内）
　☎ 43-2301　FAX 43-2313
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トレ教室募集

　寒さが厳しくなってきた今が、脂
肪燃焼のチャンスです。
　ヨガやアロマストレッチでリラッ
クスしながら運動しませんか。
【と　き】　
　１月 23 日、２月６日・20 日、
３月 13 日・20 日　すべて金曜日
　午後 1 時 30 分～ 3 時
【ところ】
　島ヶ原温泉やぶっちゃ「まめの館」
【対象者】　市内在住の 20 歳以上
65 歳までの人
【内　容】　アロマを使ったストレッ
チやヨガなどでリラックスしながら
脂肪を燃焼しやすい体づくりをします。
【定　員】　15 人
【参加費】
　まめの館利用料　300 円
※まめの館を初めて利用する人は、
　事前に利用説明会（無料）の受講
　が必要です。
【申込受付開始日時】
　１月９日㈮　午前８時 30 分
【申込先・問い合わせ】
　島ヶ原支所住民福祉課
　☎ 59-2163　FAX 59-3196

市有地売却募集

　市が保有している土地を、次のと
おりプロポーザル方式により売却し
ます。
【物　件】　
○平野西町１番
○平野城北町 68 番
○服部町３丁目 117 番２
※分筆予定です。
※物件ごとに実施します。
【参加申込期限】　
　１月 26 日㈪　午後５時
※提出方法は持参に限ります。
※参加資格を認めた場合は、提案
　書などを提出いただきます。
【提案書などの提出期間】
　２月２日㈪～ 23 日㈪
※提案書のプレゼンテーションとヒ
　アリングで審査します。
【資料閲覧期限】　２月 23 日㈪
　午前９時～午後５時（ただし、正
午から午後１時は除く。）
※土・日曜日、祝日を除く。
※参加する場合は、必ず実施要領な
　どを確認してください。
【提出先・問い合わせ】　管財課
　☎ 22-9610　FAX 24-2440

フットサルフェスティバル
参加チーム

募集

【と　き】　２月８日㈰　午前９時～
【ところ】
　ゆめドームうえの　第１競技場
【募集チーム】※先着順
○オープン（フリー）：５チーム
○エンジョイ（フリー）：10 チーム
○ミックス（試合に女性が１人以上
　出場すること）：５チーム
【参加料】　１チーム：11,000 円
【申込方法】
　電話で依頼し、申込用紙を記入の
上、返信してください。
【申込期間】
　１月５日㈪～ 30 日㈮
※参加資格など、詳しくはお問い合
　わせください。
【申込先・問い合わせ】
　伊賀市サッカー協会フットサル委
員会　☎ 090-7863-6411（中林）
　☎ 090-5137-9694（藤田）
　　futsalarea.nabari@pnw.to
【問い合わせ】
　スポーツ振興課
　☎ 22-9635　FAX 22-9666

離乳食教室募集

　離乳食の進み具合はいかがです
か？９カ月頃になると、好き嫌いが
出てきたり、自分の手で食べたり、
家族と同じ食卓で楽しくおいしく食
事ができたりとめざましい成長がみ
られます。
　この時期からの食事、おやつを一
緒に作ってみましょう。
【と　き】
　１月 30 日㈮
　午後１時 30 分～３時 30 分
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
　講話「離乳食３回食を中心に」、
離乳食の調理と試食、栄養相談
※調理実習の際、先着 15 人まで託
　児があります。（電話予約制）
【定　員】　20 人
【持ち物】　
　母子健康手帳・筆記用具・エプロ
ン・三角巾・手ふきタオル
【申込受付開始日】　１月 15 日㈭
※先着順・電話予約制
【申込先・問い合わせ】　
　健康推進課
　☎ 22-9653　FAX 22-9666

ウィッツ青山学園高等学校
入学者募集

募集

　「意育」を理念に掲げる、市が認
可した単位制の高等学校です。
【募集人数】
○全日制課程（通学生・寮生）：20 人
○通信制課程：400 人
【入試日・出願期間】
○全日制課程
• Ａ日程（通学生）：１月 23 日㈮
　１月８日㈭ ～１月 21 日㈬
• Ｂ日程（寮生）：２月 15 日㈰
　１月８日㈭  ～２月 10 日㈫
• Ｃ日程（共通）：３月 26 日㈭ 
　１月８日㈭  ～３月 25 日㈬
○通信制課程：個別
　１月８日㈭ ～３月 25 日㈬
【試験内容】
＜通学生＞
　作文・面接・学科試験【国・数・英】
＜寮生＞
　作文・面接・学科試験【国・数・英】
＜通信制＞
　作文・面接
【受験料】
　15,750 円
【合格発表】
　試験日から 10 日以内に通知
※転入学についても、随時対応します。
※個別学校見学会は電話、ファック
　スなどでお申し込みください。
【応募先・問い合わせ】
　ウィッツ青山学園高等学校
　（担当：井上）
　☎ 53-1190　FAX 53-1192
　教育総務課
　☎ 47-1280　FAX 47-1281

　

●２月３日（火）
　午前９時 10分～
　　　　10時 30分
　大山田保健センター　

献血のご案内

「広報いが市」の点字版・録
音版を発行しています
　希望される場合はお問い合わ
せください。　
【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　ＦＡＸ 22-9662
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▲

▲アロマオイ
　ルのやさしい
　香りが広がり
　参加者たちは
　ゆっくりと体
　を伸ばしました。

はじめてのピラティス＆アロマテラピー（12月７日）

運動とアロマで気分スッキリ

　大山田公民館で、秋季公民館講座として腰痛予防や
筋力アップなどの体の機能向上をめざすピラティス
と、オイルを使ったマッサージで心身の落ち着きやリ
ラックス効果を得るアロマテラピーを組み合わせた教
室を開きました。
　この日は 18人が参加し、筋肉の動きや呼吸法、マッ
サージの方法など、基礎を学びました。参加者は「思っ
たより簡単だったので、これからは自宅で実践してみ
たい」と話していました。

　25回目となる今大会では、全国 33の都府県から過去最
多となる 3,698 人の参加があり、晴れ渡った秋空のもと、
参加者は晩秋の伊賀路を駆け抜けました。
　グループでそろいの衣装を着たり、忍者やアニメのキャラ
クターの装いをするなど、さまざまなスタイルで参加する人
の姿も見られ、にぎやかな大会となりました。
　また、ゲストランナーのげんき～ず宇野けんたろうさんや、
FCくノ一の選手が走り抜けると沿道からは大きな声援が送
られていました。

2014 伊賀の里　伊賀上野シティマラソン（11 月 30 日）

風になって忍者の里を駆け抜けたよ

駅前イルミネーション点灯式（12 月２日）
駅前広場の冬の風物詩

　伊賀鉄道上野市駅前広場で、上野市駅舎や駅前広場
を色鮮やかに飾りつける駅前イルミネーションの点灯
式が行われました。
　点灯に先立ち、岡本栄市長は、「今年で８回目にな
るイルミネーションはまちの風物詩です。いろいろな
人の協力で開催できることに感謝します。」とあいさ
つしました。
　訪れた人は飾り付けられたイルミネーションの輝き
に見入っている様子でした。

▲
点灯の合図とともにイル
　ミネーションに明かりが
　灯されました。

トピックス
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も
の
ご
と
を
決
め
る
前
に

み
ん
な
の
意
見
を

聞
く
た
め
の
制せ
い
ど度
で
す

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。ち
ょ
っ

と
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
す
ね
。

　

例
え
ば
、
み
な
さ
ん
の
家
で
、
ネ
コ
を
飼か

う
こ
と
に
な
っ
た
と
し
ま
す
。
あ
な
た
は
白

い
ネ
コ
を
想そ
う
ぞ
う像
し
て
い
た
の
に
、
あ
る
日
、

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
ま
っ
黒
な
ネ
コ
を

連
れ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
な
た
は
ど
う

思
い
ま
す
か
。「
ほ
し
か
っ
た
の
は
白
ネ
コ
だ

よ
！
」
と
言
っ
て
も
、
飼か

い
始
め
た
あ
と
で

は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
ど
う
し
て

先
に
相
談
し
て
く
れ
な
か
っ
た
の
。」
と
不
満

に
思
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

な
に
か
を
始
め
る
と
き
は
、
実じ
っ
さ
い際

に
行
動

す
る
前
に
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
聞
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
市
役
所
で
も
、
新
し
い
こ
と
を

始
め
る
場
合
な
ど
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

意
見
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。
こ
れ
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

　
　
　
　
　
　
　
メ
ン
ト
と
い
う
制せ
い
ど度

で
す
。

郵ゆ
う
び
ん便

や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で

あ
な
た
の
意
見
を
届
け
よ
う

　
11
ペ
ー
ジ
に
「
第
４
次
高こ
う
れ
い
し
ゃ
ふ
く
し

齢
者
福
祉
計
画
・

第
６
期
介か
い
ご
ほ
け
ん
じ
ぎ
ょ
う

護
保
険
事
業
計
画
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
募
集
」
と
い
う
記き

じ事
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
必
要
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
意

見
を
出
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

市
役
所
や
支し
し
ょ所
、
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
へ

行
く
と
計
画
が
紙
に
書
か
れ
た
も
の
が
お
い

て
あ
り
ま
す
。パ
ソ
コ
ン
で
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
い
て
読
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、「
こ
の
部
分
は
こ
う
直
し
た
ほ
う
が
よ

い
。」「
こ
ん
な
こ
と
も
し
た
方
が
よ
い
。」
な

ど
の
意
見
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
紙
に
書
い
た

り
メ
ー
ル
に
し
て
提て
い
し
ゅ
つ出す

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
市
役
所
で
は
、
そ
れ
を
参さ
ん
こ
う考
に
し
て
、

や
り
方
を
決
め
る
の
で
す
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募ぼ
し
ゅ
う集
は
広こ
う
ほ
う報
い

が
市
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲け
い
さ
い載

し
ま
す
。　

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募ぼ
し
ゅ
う集
と
い
う
記
事

を
見
つ
け
た
ら
、
自
分
の
意
見
を
反は
ん
え
い映
さ
せ

る
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
広

こ
う
ち
ょ
う
じ
ょ
う
ほ
う
か

聴
情
報
課

　
☎
22
・
９
６
３
６　
℻  
22
・
９
６
１
７

始
め
る
場
合
な
ど
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

意
見
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。
こ
れ
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

　
　
　
　
　
　
　
メ
ン
ト
と
い
う

小・中
学
生
の
た
め
の
コ
ラ
ム
で
す

本紙 10ページの
「パブリックコメント募

ぼ し ゅ う

集」に
ついて、わかりやすく解

か い せ つ

説します。

こども広場
「パブリックコメント」

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
い
う
と

長
い
の
で
、「
パ
ブ
コ
メ
」と

短
く
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
よ

します。します。します。

　現在休校中の比自岐小学校で、伊賀オーガニックフェス
タ 2014 が開催されました。これは、伊賀地域を中心に活
動する有機農業者らが中心になって開催しているイベント
で、今年で７回目になります。
　会場では、伊賀市や周辺の地域の生産者が作ったホウレ
ン草や大根、ブロッコリーなどをはじめとする化成肥料を
使わずに育てた有機野菜や、ジャムなどの加工品が販売さ
れました。また、屋内では、さまざまな体験型のワークショッ
プが行われ、なかには「昔の手仕事」と題して、正月に飾
るしめなわ作り体験もありました。

伊賀オーガニックフェスタ 2014（12 月 13 日）

自然がつなぐ人と人

▲農産物やジャムな
　どの加工品、カレー
　などが販売されま
　した。

▲

しめなわ作
　りに挑戦す
　る参加者たち
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　前回の伊賀牛に続き、おいしいものの話です。郷土
料理というと皆さんはなにを思い浮かべますか。私は
「のっぺ」をなつかしく思い出します。
　のっぺは、大根やさといも、にんじん、ごぼう、こ
んにゃくなどの入ったすまし仕立ての汁物で、片栗粉
でとろみをつけたものです。秋風が冷たく感じられる
頃には、母の作る温かなのっぺが定番料理でした。
　伊賀地域の郷土料理と考えると、ほかにもいろいろ
とあげることができます。
　田植えの頃に作る「ふきだわら」という昔からの料
理があります。ふきの葉に豆ご飯を包んだもので、ふ
きの茎から細長いすじをとって葉を包んで止めます。
　秋には甘酒。上野天神祭は甘酒まつりと呼ばれるこ
ともあり、これもなつかしい味です。
　正月の雑煮は、特に郷土色が出る料理です。去年の
広報いが市 1月５日号の同コラムでもとりあげまし
たが、伊賀地方では主に味噌仕立ての汁に丸餅の入っ
た雑煮が一般的であるようです。
　また、冬にはひのなの漬物が登場します。ひのなは

滋賀県の日野町が
主な産地として知
られていますが、
伊賀でも多く栽培
していて、身近な
食材です。漬物
で食べると大変おいしいひのなを、どうしてほかの料
理では使わないのかと疑問に思い、煮物にしてもらっ
たことがあります。炊いても炊いても柔らかくなら
ず、やはり昔から伝わる料理法に勝るものはないのだ
なと改めて感じました。
　今はあまり作られなくなったもので、イワシのおか
ら寿司という料理も郷土料理です。開いた小イワシ
を、すし飯のかわりのおからの上に乗せて作ったそう
です。
　伊賀にはいい食材が豊富にありますが、料理法もす
ぐれていて、先人の工夫が文化として残っていること
を誇りに思います。

　（市長　岡本　栄）

ー 伊賀の郷土料理 ー

市長の伊賀じまん

▲

ふきの葉でご飯
　を包んだふきだ
　わら。農作業の
　ときなどにも携
　帯したのでしょ
　うか。

　
快適に食べたり飲んだりするために

防ごう、飲み込みの事故と肺炎
カラ
ダのこ

と
おしえて！

昨日よりも
健康に。

カラダの話

【問い合わせ】　上野総合市民病院　☎ 24-1111

　食物が飲み込みにくいと感じることはありません
か。食事中にむせることが多くなってはいませんか。
食べ物や飲み物を飲み込むことは、病気にならなく
ても高齢になると自然と難しくなっていきます。
◆年始は飲み込みの事故が最多

　飲み込みでの事故が 1年間で最も
多いのが 1月です。そう、お餅を食
べる機会が多いこの時期なのです。
お餅は粘り気が強く、小さくても飲
み込みが難しいので、窒息事故原因

の 1位です。しかし、怖いのは窒息だけではありま
せん。たとえ詰まらなくても、食べ物が気管に入っ
てしまうことで、誤

ご え ん

嚥性肺炎という病気になること
があります。
　また、健康な成人の 50％で、睡眠中に唾液が気
管に入ってしまっているとの研究もあり、食事に気

をつけるだけでは不十分と
言えます。
◆飲み込みの事故を防ぐために
　起きてすぐに食事をしていませんか。よく噛まず
に飲み込んだり、口に物を入れたまま喋ったりして
いませんか。こういった、日頃の食事動作に気をつ
けるだけでも、のどを詰まらせたり、食べ物が気管
に入ってしまうことを減らせます。
　また、歯磨きなどで口を清潔にしておくことで、
唾液などが気管に入ってしまっても誤嚥性肺炎に繋
がる危険性を減らすことができます。
　何気なく行っている飲み込みという動作は、ささ
いなことで難しくなったり、楽になったりするもの
です。いくつになっても楽しんで食べたり飲んだり
できるように、普段から気をつけていきたいですね。

（上野総合市民病院　言語聴覚士　正木　健太）



18広報いが市 2015 年（平成 27年） １月５日号19 広報いが市 2015 年（平成 27年） １月５日号

お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

お
知
ら
せ

募
　
集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

子
育
て
支
援
・
無
料
相
談

地域コミュニティの構築　－伊賀支所振興課－

　私たちは、誰もが幸せで安心して暮らすことを求め
ています。そのためには、あらゆる人の人権が尊重さ
れていなければなりませんが、私たちの暮らす社会に
は、生命や心身の安全をおびやかすさまざまな人
権課題が存在しています。
　例えば高齢者について、孤独死や、高齢者が高齢の
親や配偶者を介護するいわゆる「老老介護」が元で命
が奪われてしまうなど悲惨な事件が全国的に発生し
ています。その原因の一つとして、子どもや親戚と疎
遠になった高齢者世帯が増えていることや、普段から
の近所付き合いが希薄で、地域コミュニティが崩壊し
ていることが考えられます。地域の中に人権を尊重す
るまちづくりが浸透していれば、防げたはずです。
　高齢者をはじめ誰もが安心して暮らせるまちづく
りのためには、地域住民が力を合わせ、地域コミュニ
ティを構築していくことが大切であり、今一度、自分
と家族、地域との関わり方を見つめ直し、まずは近所

同士のコミュニケーションづくりからはじめ、地域の
まちづくりやボランティアの活動などに積極的に参
加していくことが必要です。また、各地域で実施され
ている「人権啓発地区別懇談会」に参加することも一
つの方法であり、私も地域住民の一人として参加して
いきたいと思います。地区別懇談会で語り合う中から
気づいた問題点に対して、ともに考え学習を重ねるこ
とが、お互いの存在を認め、尊重し絆を深めていくこ
とにもつながります。それが自分自身の人権感覚を高
め、さまざまな人権課題を自ら解決していこうとする
意欲と行動力になっていくのではないでしょうか。高
齢者の孤独死のような報道されている悲しいできご
とが起きないように、住民一人ひとりが人権を尊重し
たまちづくりの担い手であるという自覚を持って積
極的に参画し、地域と行政が一体となって取り組んで
いくことで、誰もが日々安全に安心して過ごし、住み
よさが実感できるまちを実現させましょう。

■このコラムは毎回いろいろなテーマで人権についてお話しています。

明日に向かって　～差別をなくしていくために～

　110 番は、事件・事故などの緊急通報専用の電話
です。110 番は三重県内のどこからかけても、津市
の警察本部にある「110番センター」につながります。
　110 番通報は担当の警察官が順次内容を聞いてい
きます。落ち着いて、次のことを要領よく通報してく
ださい。

　また、緊急ではない相談や落し物、免許の更新など
のお問い合わせは、最寄りの警察署や警察総合相談電
話（＃ 9110）をご利用ください。
【問い合わせ】
　伊賀警察署　☎ 21-0110
　名張警察署　☎ 62-0110

１月 10日は、「110番の日」

伊賀警察署だより

■ご意見などは人権政策・男女共同参画課 ☎ 47-1286　℻   47-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

　地方鉄道は、全国的にみても維持存続が困難な状況
が増えてきており、廃線やバスへの転換という事例も
あります。しかし、地方鉄道は地域住民の移動手段と
して重要な役割を担うとともに、地域の経済活動の基
盤としての社会的価値があり、国でも地方鉄道を活性
化するための意欲的な取り組みに対して、積極的な支
援を行うこととしています。
　伊賀鉄道伊賀線は、市民の重要な移動手段として、
１世紀近くに渡り運行してきましたが、近年、乗客数
は減り収支状況も悪化しています。市と近畿日本鉄道
㈱による現行の支援体制が平成 28年度で終了するこ
とから、市としては、地域振興やまちづくりにおける
鉄道の存在価値を認識し、鉄道として維持存続してい
くため、市が鉄道施設や車両を保有し伊賀鉄道㈱が運
行する「公有民営方式」への移行を検討しています。
　かけがえのない地域の財産である伊賀鉄道伊賀線を
維持存続するため、積極的なご利用をお願いします。
【問い合わせ】　総合政策課　☎22-9663　℻   22-9672

伊賀鉄道伊賀線の維持存続に向けて

公共交通を利用しましょう

○何があったのか
○けがはないか
○犯人を見たか
○いつ起きたのか
○どこで起きたのか
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図書館
　　だより
図書館
　　だより

■一般書　
『図説ブラジルの歴史』　　 金七　紀男／著
『12大事件でよむ現代金融入門』

倉都　康行／著
『城下町に銘菓あり』　　　　 玉井　恵／著
■児童書
『みんな知りたい！ドクターイエローのひみつ』
　　　　　　　　　　　　　 飯田　守／著
『はじめてでもかんたん！世界の料理』　　　

中津川　かおり／著
■絵本
『ふゆのむしとり ?!』

　 はた　こうしろう　ほか／作
『ぬればやまのちいさなにんじゃ』　

かこ　さとし／著

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

□絵本
『せかいいちたかいすべりだい』
 加藤　志異／文、山崎　克己／絵

　すべりだいが大好きなたろうくん。もっと高
いすべりだいをすべりたい！そんなたろうくん
のところに、かっぱが現れて…。とっても楽し
い絵本です。

□一般書　
『ムーミンキャラクター図鑑』

シルケ・ハッポネン／著
　ムーミン谷の魅力的なキャラクターたちを紹
介した楽しい図鑑です。2014年は、作者のトー
ベ・ヤンソンさん生誕 100周年。あなたもムー
ミンの世界にふれてみてはいかがでしょうか。

今月の新着図書

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）

１月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）
10 日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会
14日㈬ 10：30～ いがまち図書室 ミニサロンひまわり
17日㈯ 13：00～ 大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）
18日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせ会（はあと＆はあと）
20 日㈫ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせ会（はあと＆はあと）
21 日㈬ 15：00～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）
22 日㈭ 16：30～ 青山図書室 おはなしなぁに？
24日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会
28日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

29日㈭ 10：00～ 島ヶ原子育て支援センター 読み聞かせ会（ネェよんで）

2月４日㈬ 10：00～ いがまち図書室 絵本の時間（お話の国アリス）

図書館（室）のホームページができました !
　市ホームページの、バナーを
クリックしてください。
 http://www.iga-library.jp/
○資料検索用の窓を表示しているので、すぐ検索に進めます。
○各館（室）からのお知らせなどが探しやすくなりました。

図書館（室）からのお願い
◆本は大切に扱いましょう
　図書館（室）の本は市民の大切な共有財産で
す。大勢の皆さんに末永くご愛読いただける
よう、大切に利用してください。もしも破っ
てしまったときなどは、スタッフまでお申し
出ください。図書館では専用の修理用品を使っ
て修理しますので、そのままの状態でお持ち
ください。ご協力をお願いします。
※なくしたり汚損や破損がひどい場合は弁償
　となりますので、くれぐれも大切に扱って
　ください。
◆期限内に返しましょう
　たくさんの人が借りられるように、返却期
限を守ってくださいね。

◆第 10回読書感想文コンクール
　特選の作文を展示します

【と　き】　１月６日㈫～２月１日㈰
【ところ】　上野図書館　２階展示コーナー
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情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市広報課　☎ 0748-65-0675 【問い合わせ】　亀山市広報秘書室　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやまとなりまち　い
甲賀市甲賀市

　お店ごとに工夫が凝らされた「忍者鍋」は全部で
15種類。「忍者巻き」は６種類。市内の16店舗で
お楽しみいただけます。甲賀の食材を利用した、目
にも楽しめる名物料理をぜひご賞味ください。アン
ケートに答えて抽選で賞品が当たる「忍法地産地消
の術キャンペーン」を実施中です。(2月28日まで )
◆忍者鍋の掟三か条
その一　甲賀産の根菜・野菜を 3種類以上使用
その二　甲賀産の味噌を使用
その三　滋賀県産の食肉を使用
◆忍者巻きの掟三か条
その一　甲賀産の「かんぴょう」を使用
その二　甲賀産の米を使用
その三　見た目が巻き物のかたち
【取扱店舗の詳細・問い合わせ】
　甲賀観光未来会議 (甲賀市観光企画推進室内 )
　☎ 0748-65-0708　℻  0748-63-4087
　http://www.city.koka.lg.jp/8009.htm

甲賀の名物料理
～「甲賀流忍者鍋」＆「甲賀流忍者巻き」～

亀山市亀山市

伝統の冬の風物詩
～北勢名物亀山大市～

　旧正月前に大売出しを始めたのがきっかけとな
り、100 年以上も伝統的に続く、市内最大の冬
の名物行事「亀山大市」。　　
　旧東海道の通りである商店街が歩行者天国にな
り、約１kmにわたり多くの露店が軒を並べるほ
か、多彩なイベントの開催や各店舗が売り出しを
行い、毎年たくさんの人で賑わいます。
【と　き】　１月 24日㈯・25日㈰
　午前 10時～午後４時（一部イベント除く）
【ところ】　東町・本町商店街一帯 など
【アクセス】
　JR 亀山駅下車北へ
徒歩約 10分
【問い合わせ】
　亀山大市実行委員
会事務局
　☎ 0595-82-1331

国民年金の はなし

　国民年金は、年をとったときやいざというときの
生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作
られた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料
を納め続けることで、年をとったときや、病気やケ
ガで障がいが残ったとき、家族の働き手が亡くなっ
たときに、年金を受け取ることができる制度です。
◆ 国民年金のポイント
○将来の大きな支えになります
　国民年金は 20歳から 60歳までの人が加入し、保
険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定しており、
年金の給付は生涯にわたって保障されます。
○老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか
障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気
や事故で障がいが残ったときに受け取れます。また
遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加入者に

より生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」
や「子」）が受け取れます。

◆ 「学生納付特例制度」
　学生は一般的に所得が少ないため、本人の所得が
一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予さ
れる制度です。
《対象となる学生》　学校教育法に規定する大学（大学
院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校・
各種学校（就業年限１年以上である課程）、一部の海
外大学の日本分校に在学する人
◆ 「若年者納付猶予制度」
　学生でない 30歳未満の人で、本人と配偶者の所得
が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が猶
予される制度です。
　詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ】　保険年金課　☎22-9659　℻  26-0151
　各支所住民福祉課
　津年金事務所　☎ 059-228-9188

■ 20歳になったら国民年金

■「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」

～新成人の皆さんへ～
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２月の無料相談
　市では、市民の皆さんの暮らしのいろいろな問題や悩みごとについ
て相談を行っています。 利用できるのは、市内在住・在勤・在学の人で、
相談はすべて無料です。秘密は固く守ります。どうぞ、お気軽にご利
用ください。

法律・行政・人権相談
相談名 相談日 時　間 場　所 問い合わせ

法律相談（弁護士）
＊予約制

 2 月 12 日（木） 13：00 ～ 16：00 上野ふれあいプラザ３階相談室
市民生活課（☎ 22-9638) 
※受付開始（2/5 午前 8 時 30 分～）
※先着 10 人

 2 月 24 日（火） 13：30 ～ 16：00 島ヶ原支所 2 階第 1 会議室
島ヶ原支所住民福祉課（☎ 59-2109)  
※受付開始（2/17 午前 8 時 30 分～）
※先着 8 人

女性法律相談
＊予約制  2 月 18 日（水） 13：00 ～ 16：00 ハイトピア伊賀 4 階相談室

男女共同参画センター（人権政策・男女
共同参画課内）（☎ 22-9632) 
※受付期間（1/26 ～ 2/13）

行政相談（行政相談委員）
＊国や特殊法人などの仕事
　について苦情や意見をお
　伺いします。

 2 月 10 日（火） 13：30 ～ 16：00 市民生活課 市民生活課（☎ 22-9638）
※随時受付　＊予約優先

 2 月 18 日（水） 13：30 ～ 16：00 島ヶ原支所 1 階相談室 島ヶ原支所住民福祉課（☎ 59-2109）
 2 月 20 日（金） 13：30 ～ 16：00 大山田福祉センター相談室 大山田支所住民福祉課（☎ 47-1163）
 2 月 26 日（木） 13：30 ～ 16：00 青山福祉センター相談室 青山支所住民福祉課（☎ 52-3227）

人権相談（人権擁護委員）

 2 月　6日（金） 13：30 ～ 16：00 阿山多目的集会施設 阿山支所振興課（☎ 43-1543）
 2 月　9日（月）  9：00 ～ 12：00 青山福祉センター 青山支所振興課（☎ 52-1115）
 2 月 10 日（火） 13：30 ～ 16：00 西柘植地区市民センター和室 伊賀支所振興課（☎ 45-9108）
 2 月 12 日（木） 13：30 ～ 16：00 上野ふれあいプラザ 人権政策・男女共同参画課（☎ 47-1286）
 2 月 18 日（水） 13：30 ～ 16：00 島ヶ原支所会議室 島ヶ原支所振興課（☎ 59-2053）
 2 月 20 日（金） 13：30 ～ 16：00 大山田福祉センター相談室 大山田支所振興課（☎ 47-1150）

人権相談 月～金曜日（祝日除く）　8：30 ～ 17：15 津地方法務局伊賀支局 津地方法務局伊賀支局
（☎ 0570-003-110）

その他各種相談
相談名 相談日 時　間 場　所 問い合わせ

消費生活相談 月～金曜日（祝日除く）  9：00 ～ 16：00 市民生活課、各支所住民福祉課 市民生活課　消費生活相談専用ダ
イヤル（☎ 22-9626)

サラ金・クレジット問題相談
＊予約制  2 月 26 日（木） 13：00 ～ 16：00 上野ふれあいプラザ３階相談室 

市民生活課 （☎ 22-9638) 
※受付期間（2/16 ～ 24）
※先着 4 人

交通事故相談＊予約制  2 月 19 日（木） 13：30 ～ 15：30 上野ふれあいプラザ３階相談室
市民生活課 （☎ 22-9638) 
※受付期限（2/17）
※先着 4 人

社会保険出張相談（年金相談） 2 月　4日（水）
10：00 ～ 15：00 ハイトピア伊賀３階 上野商工会議所（☎ 21-0527）

 2 月 20 日（金）
緑（園芸）の相談  2 月　9日（月） 13：30 ～ 16：00 本庁舎玄関ロビー 都市計画課（☎ 43-2315）
外国人のための行政書士相談
＊予約制  2 月　5日（木） 13：00 ～ 16：00 市民生活課 市民生活課（☎ 22-9702）

※先着４人
こころの健康相談＊予約制  2 月 25 日（水） 14：00 ～ 17：00 三重県伊賀庁舎１階成人相談室 伊賀保健所（☎ 24-8076）
健康相談  2 月 27 日（金） 10：00 ～ 11：00 ハイトピア伊賀４階健康ステーション 健康推進課（☎ 22-9653）

高齢者の総合相談 月～金曜日（祝日除く） ８：30 ～ 17：15

地域包括支援センター
中部（本庁舎 1 階）
東部（いがまち保健福祉センター内）
南部（青山保健センター内）

地域包括支援センター
中部（☎ 26-1521・FAX   24-7511）
東部（☎ 45-1016・FAX   45-1055）
南部（☎ 52-2715・FAX   52-2281）

こどもの発達相談 月～金曜日（祝日除く） ８：30 ～ 17：15 こども発達支援センター（福祉相談
調整課内）

こども発達支援センター
（☎ 22-9627・FAX   22-9674）

障がい者の総合相談 月～金曜日（祝日除く） ８：30 ～ 17：15 障がい者相談支援センター（福祉相
談調整課内）

障がい者相談支援センター
（☎ 26-7725・FAX   22-9674）

高次脳機能障害相談
＊予約制  2 月 27 日（金） 14：00 ～ 16：00 障がい者相談支援センター 障がい者相談支援センター

（☎ 26-7725・FAX   22-9674）

高齢者の就業相談 ＊予約制
 2 月 19 日（木）

13：30 ～ 15：00 伊賀市シルバーワークプラザ（西明
寺 2782-92）

シルバー人材センター
（☎ 24-5800)

若者の就業相談＊予約優先 月～金曜日（祝日除く） ８：30 ～ 17：15 伊賀市社会福祉協議会（上野ふれあ
いプラザ３階）

いが若者サポートステーション
（☎ 22-0039)

女性相談＊予約優先
月～金曜日（祝日除く）  9：00 ～ 16：00 福祉相談調整課 福祉相談調整課（☎ 22-9609）家庭児童相談＊予約優先

母子・父子自立相談＊予約優先

ふれあい相談（教育相談） 火～金曜日（祝日除く）  9：00 ～ 16：00 伊賀市教育研究センター 伊賀市教育研究センター
（☎ 21-8839）

青少年相談 月～金曜日（祝日除く）  9：00 ～ 16：00 青少年センター（上野ふれあいプラザ３階）青少年センター（☎ 24-3251）
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赤ちゃんの健診と相談（２月分）

１歳６カ月児健診
   ２月 12 日（木） 午後 0 時 50 分～ 2 時 30 分 伊賀市保健センター 身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、

栄養相談、育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は
　１歳９カ月ごろ、３歳児健診は３
　歳９カ月ごろまでに通知します。
　母子健康手帳をご持参ください。

   ２月 26 日（木） 午後 1 時～ 1 時 30 分 青山保健センター

３歳児健診
（３歳６カ月児）

   ２月 10 日（火） 午後 0 時 50 分～ 2 時 30 分 伊賀市保健センター

   ２月 26 日（木） 午後 2 時～ 2 時 30 分 青山保健センター

乳幼児相談
育児相談・栄養相談
※母子健康手帳を
　ご持参ください。

   ２月  ４日（水） 午前 10 時～ 11 時 30 分 阿山保健福祉センター 【問い合わせ】
 阿山支所住民福祉課　  ☎ 43-0332 
 健康推進課　☎ 22-9653
 青山保健センター  ☎ 52-2280 
 いがまち保健福祉センター☎ 45-1016
 大山田支所住民福祉課  ☎ 47-1151
 島ヶ原支所住民福祉課  ☎ 59-2163

   ２月  5 日（木） 午前 10 時～ 11 時
午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分 伊賀市保健センター

   ２月 10 日（火） 午前 10 時～ 11 時 30 分 青山保健センター
   ２月 18 日（水） 午前 10 時～ 11 時 30 分 いがまち保健福祉センター
   ２月 24 日（火） 午前 10 時～ 11 時 30 分 大山田保健センター
   ２月 26 日（木） 午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分 島ヶ原子育て支援センター

健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

施設名 遊びの教室 遊び場の開放

曙保育園『すくすくらんど』
　曙保育園内
　（上野徳居町 3272-2

　☎ 21-7393）

① 2 日㈪・3 日㈫・9 日㈪・10 日㈫・16 日㈪・17 日㈫・23 日㈪・
24 日㈫　＊すべて午前 10 時～
　【親子教室】　好きなあそびリクエスト・ふれあいあそびなど
② 4 日㈬・6 日㈮・13 日㈮・21 日㈯・25 日㈬
　【本とおもちゃルームぐるんぱ】
　＊すべて午前 10 時～・午後１時 30 分～
※すべて利用料１回 100 円（実費を徴収する場合があります。）

月～金曜日
午前 10 時～午後 3 時
＊事前にお電話ください。

ゆめが丘保育所『おひさま広場』
　ゆめが丘保育所内
　（ゆめが丘 5-14-1 ☎ 22-9955）

19 日㈭・20 日㈮　午前９時 45 分～　※材料費 100 円
育児講演会・お楽しみ会

月～金曜日
午前 10 時～午後 3 時

森川病院『エンジェル』
　森川病院内
　（上野忍町 2516-7

　☎ 21-2425）

① 9 日㈪（４～９カ月）・16 日㈪（10 カ月～１歳半） 　
　【エンジェルサークル】　おひなまつり　＊予約制
② 23 日㈪　【赤ちゃんなんでも相談・発育測定】
③ 13 日㈮　【離乳食教室】　（４～５カ月くらい）　＊予約制
＊①～③：午後２時～
④ 5 日㈭・19 日㈭（３カ月～ハイハイするまで）
　12 日㈭・26 日㈭（ハイハイ～ 11 カ月）
　午後１時～　【ベビーマッサージ】　＊予約制

月・水・金・土・日曜日
正午～午後 5 時
＊事前にお電話ください。

子育て包括支援センター
　ハイトピア伊賀４階
　（上野丸之内 500 ☎ 22-9665）

① 13 日㈮　午後２時～
　【キラキラBaby】　家庭でできる防災訓練
② 16 日㈪　午前 10 時 30 分～　（中瀬地区市民センター）
　【キラキラ出前講座】　親子ふれあいあそび

月～金曜日、第３土曜日
午前 9 時～午後 5 時

いがまち子育て支援センター
　いがまち保健福祉センター内
　（愛田 513　☎ 45-1015）

① 19 日㈭　午前 10 時 30 分～　【おはなしひろば“わくわく”】
② 23 日㈪　午前 10 時 15 分～
　【誕生会】　2 月生まれのおともだち

月～金曜日
午前 9 時～午後 5 時

島ヶ原子育て支援センター
　島ヶ原地区市民センター内
　（島ヶ原 4696-9 ☎ 59-9060）

23 日㈪　午前 10 時～　【わくわくひろば】　歯科相談 月～金曜日
午前 9 時～午後 5 時

あやま子育て支援センター
　阿山保健福祉センター内
　（馬場 1128-1　☎ 43-2166）

① 25 日㈬　午前 10 時 30 分～
　【みんな集まれ！】　手遊び・読み聞かせ
② 28 日㈯　午後１時～　【げんきっこフェスタ】　

火～土曜日
午前 9 時～午後 5 時

大山田子育て支援センター
　大山田保育園併設
　（平田 7　☎ 47-0088）

① 4 日㈬　【子育て講座】　親子ふれあい体操　
② 13 日㈮　【おたのしみひろば】　劇・紙芝居
③ 27 日㈮　【おはなしひろば】　読み聞かせなど
＊すべて午前 10 時 30 分～　

月～金曜日
午前 9 時～午後 5 時

青山子育て支援センター
　さくら保育園併設
　（阿保 1152　☎ 53-0711）

① 4 日㈬　午前 11 時～　 【おはなし会】　読み聞かせ
② 12 日㈭　午前 10 時 30 分～
　【おともだちあつまれ！】　（妊婦と０～１歳児）
③ 19 日㈭　午前 10 時 30 分～
　【おともだちあつまれ！】　（２歳児以上）

火～土曜日
午前 9 時～午後 5 時

※参加するときの持ち物などは事前に各支援センターへお問い合わせください。
【問い合わせ】　子育て包括支援センター（こども家庭課内）　☎ 22-9665　ＦＡＸ 22-9666

子育て支援のための教室・遊び場の開放（２月分）（対象者：乳幼児と保護者）
食育・運動教室「げんきっず」 ２月 13 日（金） 午前 10 時～ 11 時

伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）☎ 22-9653
０歳児サロン ２月 27 日（金） 午後２時～３時
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次
号
の
広
報
い
が
市
は
２
月
１
日
発
行
で
す
。
１
月
は
５
日
号
の
み
で
、
15
日
号
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

国
史
跡
旧
崇
広
堂
の
保
存
整
備
事
業

（
上
野
丸
之
内
）

　
旧
崇
広
堂
は
文
政
４
年
（
１
８
２
１
）、

津
藩
の
藩
校
有
造
館
の
支
校
と
し
て
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
）

の
地
震
で
被
災
し
ま
す
が
、
間
も
な
く
復

興
さ
れ
、
廃
藩
置
県
ま
で
藩
校
と
し
て
存

続
し
ま
し
た
。
明
治
期
に
は
学
校
施
設
と

な
り
、
明
治
38
年
（
１
９
０
５
）
か
ら
昭

和
59
年
（
１
９
８
４
）
ま
で
図
書
館
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
昭
和
５

年
（
１
９
３
０
）
11
月
、
講
堂
を
中
心
と

す
る
部
分
が
藩
校
の
様
子
を
よ
く
残
し
て

い
る
と
し
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
60
年
（
１
９
８
５
）
か
ら

保
存
整
備
の
方
針
が
検
討
さ
れ
、
平
成

２
年
度
（
１
９
９
０
）
か
ら
平
成
５
年

度
（
１
９
９
３
）
に
は
講
堂
や
玄
関
棟
な

ど
中
心
的
な
建
物
を
整
備
し
、
平
成
６

年
度
（
１
９
９
４
）
か
ら
平
成
12
年
度

（
２
０
０
０
）
に
そ
の
他
の
建
物
や
展
示

室
、
庭
園
、
便
益
、
外
構
、
防
災
施
設
な

ど
の
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
土
塀
の
ひ
び
割
れ

や
剥は

く
ら
く落
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
た
め

 

伊
賀
市
の
文
化
財 

87

平
成
18
年
度

（
２
０
０
６
）

か
ら
土
塀
の
修

理
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

土
塀
の
修
理

は
、
損
傷
箇
所

を
ま
ず
除
去

し
、
土
塀
を
支

え
る
躯く

た
い体
の
様

子
を
確
認
し
た

後
、
荒
壁
を
補
修
し
、
土
の
塗
り
重
ね
と

そ
の
後
の
乾
燥
を
繰
り
返
し
、
最
後
に
白し

ろ

漆し
っ
く
い喰
で
仕
上
げ
ま
す
。
最
初
に
修
理
を

実
施
し
た
中
土
塀
は
、
損
傷
が
躯
体
の
＊
日

干
し
煉れ

ん
が瓦

積
み
ま
で
及
ん
で
い
た
た
め
、

い
っ
た
ん
、
躯
体
を
解
体
し
、
再
度
、
日

干
し
煉
瓦
を
製
作
し
て
積
み
上
げ
、
漆
喰

仕
上
げ
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、西
土
塀
、

南
土
塀
内
側
、
東
土
塀
内
側
の
漆
喰
を
塗

り
直
し
、
本
年
度
と
来
年
度
の
２
カ
年
を

か
け
て
東
土
塀
外
側
の
漆
喰
修
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
保
存
整
備
事
業
は
、
旧
崇
広
堂
を
本
来

の
姿
に
修
復
す
る
こ
と
で
文
化
財
と
し
て

の
価
値
を
保
ち
な
が
ら
、
貴
重
な
藩
校
の

姿
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
行
っ
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
土
に
砂
や
藁わ

ら

な
ど
を
混
ぜ
て
練
り
、
方

　
形
の
型
枠
に
入
れ
て
自
然
乾
燥
さ
せ
固

　
め
た
も
の
。

文
化
財
課

　
☎
47
・
１
２
８
５　
℻  
47
・
１
２
９
０

▼

漆
喰
や
損
傷
箇
所
を

　
剥
が
し
た
東
土
塀

▼日干し煉瓦積み上
　げの様子 (中土塀 )

市内の各所から見える日の出です。表紙に
掲載した写真は伊賀上野城で撮影しました。

①上野丸之内地内から撮影②小田地内か
ら撮影③御

おとぎとうげ

斉峠から撮影④伊賀上野城か
ら朝日が昇る直前に撮影⑤朝日に照らさ
れる伊賀上野城⑥伊賀上野城の門の中か
ら撮影（特別に開門していただきました）⑦脚
立に上って朝日を待つ撮影班⑧伊賀上野城
から朝日を眺めるにん太としのぶ（編みぐるみ）

今日の伊賀を照らす
           日の出

市内の各所から見える日の出です。表紙に
掲載した写真は伊賀上野城で撮影しました。
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いが市
広
報 市

平
成
27
年
の
幕
開
け
で
す
。

本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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